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自自治治労労第第８８１１回回
定定 期期 大大 会会ついに政権交代！

歴
史
的
大
い
な
る
一
歩
踏
み
出
そ
う

衆院選で１５人当選！次は参院選だ

第
４５
回
衆
議
院
議
員
選
挙

が
８
月
３０
日
に
行
わ
れ
、
民

主
党
が
３
０
８
議
席
の
当
選

を
果
た
し
、
つ
い
に
政
権
交

代
が
実
現
し
た
。

道
内
で
は
、
道
本
部
組
織

内
・
逢
坂
誠
二
候
補
が
８
区

で
圧
倒
的
に
勝
利
し
、
７
区

の
仲
野
博
子
は
選
挙
区
で
惜

敗
し
た
も
の
の
比
例
で
復
活

当
選
、
推
薦
候
補
な
ど
１５
人

が
当
選
し
た
。
こ
の
勢
い
を

来
夏
の
参
議
院
選
挙
に
つ
な

げ
、「
え
さ
き

た
か
し
」
の

圧
勝
を
め
ざ
そ
う
。

当
選
が
決
ま
っ
た
、
逢
坂

誠
二
さ
ん
は
、「
政
権
交
代
が

現
実
に
な
っ
た
。
大
き
な
責

任
を
果
た
し
、
日
本
の
政
治

構
造
も
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

徹
底
的
な
情
報
公
開
と
、
ム

ダ
づ
か
い
、
天
下
り
な
ど
本

質
的
な
と
こ
ろ
を
変
え
て
い

く
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
仲

野
博
子
さ
ん
は
、「
与
党
の
一

員
と
し
て
、
国
民
の
食
の
安

全
と
自
給
率
の
向
上
を
推
進

し
て
い
く
。
小
泉
政
権
以
降

縮
小
し
て
き
た
福
祉
政
策
の

充
実
を
図
り
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
や
雇
用
の
確
保
な

ど
を
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
、
と
も
に
決
意
を
述
べ

た
。

メインスローガン「転換のとき。」を掲げた本部大会では、持続可能
な日本社会のグランドデザイン構想が今後の運動の課題として提起
された＝８月２５日、グランメッセ熊本

徳
永
委
員
長「
大
胆
な
運
動
展
開
図
る
」

政
権
交
代
を
目
前
に
控
え
た
８
月
２５
日
か
ら
２８
日
に
か

け
て
、熊
本
県
益
城
町
・
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で
自
治
労
第

８１
回
定
期
大
会
が
開
か
れ
、約
二
千
人
が
参
加
し
た
。全
労

済
と
の
統
合
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
向
こ
う
２
年
間
の
運
動

方
針
、当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
が
可
決
さ
れ
、徳
永
委
員
長

を
は
じ
め
と
す
る
新
執
行
部
を
選
出
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
現
場
力
」

大
会
は
、「
『
転
換
の
と

き
。』公
共
サ
ー
ビ
ス
を
再
生

し
『
協
力
』
と
『
信
頼
』
の

豊
か
な
地
域
社
会
を
つ
く
り

あ
げ
よ
う
。
公
共
サ
ー
ビ
ス

労
働
者
の
結
集
と
連
帯
で
公

正
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
築
こ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
か

れ
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構

想
が
提
起
さ
れ
た
。

岡
部
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
提
案
す
る
方
針
に
つ
い

て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
現
場

力
』
と
し
て
、「
現
場
の
職
員

が
持
つ
問
題
発
見
能
力
や
問

題
解
決
能
力
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
職
場
労
働
者
の
蓄
積
さ
れ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
対
処
能
力
に

つ
い
て
述
べ
、『
現
場
力
』
な

く
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改

革
は
な
し
え
な
い
」
と
強
調

し
た
。
ま
た
、
課
題
と
し
て

２
０
０
９
確
定
期
に
向
け
た

取
り
組
み
と
単
組
の
機
能
強

化
と
交
渉
力
強
化
、
全
労
済

と
の
統
合
問
題
、
社
保
庁
職

員
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て
述

べ
、
最
後
に
「
衆
議
選
に
全

力
で
取
り
組
み
、
歴
史
的
に

大
い
な
る
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
」
と
訴
え
た
。

質
疑
で
は
、
北
海
道
本
部

か
ら
山
上
書
記
長
と
三
浦
副

委
員
長
が
、
賃
金
闘
争
の
基

本
姿
勢
、
全
労
済
と
の
統

合
、
地
公
三
単
産
統
合
つ
い

て
発
言
し
運
動
の
強
化
を
求

め
た
。

北
海
道
か
ら
、
書
記
次
長

に
友
利
一
男
さ
ん
（
網
走
市

労
連
）、新
た
な
執
行
委
員
に

石
上
千
博
さ
ん
（
富
良
野
市

労
連
）、引
き
続
き
執
行
委
員

に
秋
野
純
一
さ
ん
（
札
幌
市

職
連
）
臨
時
執
行
委
員
と
し

て
、平
川
則
男
さ
ん（
全
道
庁

労
連
）は
芳
賀
直
行
さ
ん（
社

保
労
）、監
査
委
員
に
山
上
潔

さ
ん（
全
道
庁
労
連
）が
選
出

さ
れ
、金
田
文
夫
書
記
長（
函

館
市
職
労
）、大
原
義
行
自
治

労
シ
ス
テ
ム
ズ
社
長（
全
道

庁
労
連
）が
退
任
し
た
。

徳
永
秀
昭
新
委
員
長
（
大

阪
市
職
）
は
、「
前
例
は
新
し

く
つ
く
る
も
の
、
大
胆
な
運

動
展
開
を
図
っ
て
い
く
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

待
ち
に
待
っ
た
政
権
交
代
が
実
現
し

た
。
静
か
に
静
か
に
、
し
か
し
、
見
え

な
い
が
突
風
の
よ
う
な
風
が
吹
き
３
０

８
議
席
の
民
主
党
大
勝
利
と
な
っ
た
。

今
始
ま
っ
た
怒
り
で
は
な
い
、
積
も
り

積
も
っ
た
、「
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
切
実
な
気
持
ち
の
現
れ
な
の
だ
。

遠
い
話
し
の
よ
う
な「
定
額
給
付
金
」

道
内
で
１４
万
世
帯
が
給
付
未
申
請
だ
と

言
う
。
小
さ
な
自
治
体
は
顔
が
見
え
る

が
、大
き
な
自
治
体
は
大
変
だ
。近
い
話

し
は「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」９
月
末

に
は
ピ
ー
ク
？
を
迎
え
る
と
い
う
。
初

め
て
の
こ
と
の
解
決
は
難
し
い
。

朔 風

新
た
な
執
行
部
に
石
上
さ
ん

組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合
員員員員員員員員員員員員員員員員
のののののののののののののののの
総総総総総総総総総総総総総総総総
行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動
にににににににににににににににに
感感感感感感感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝

道
本
部
執
行
委
員
長

三
浦

正
道

組
合
員
、
家
族
、
退
職
者

の
皆
さ
ん
、
解
散
・
総
選
挙

闘
争
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
悲
願
の
「
政
権
交

代
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

民
主
党
は
、
全
国
で
３
０

８
議
席
を
獲
得
、
北
海
道
で

は
７
区
で
仲
野
ひ
ろ
子
さ
ん

が
、
僅
差
で
競
り
負
け
ま
し

た
が
、
比
例
区
で
復
活
当
選

を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

お
お
さ
か
誠
二
さ
ん
を
は
じ

め
１１
の
選
挙
区
で
勝
利
し
、

比
例
単
独
で
３
人
の
当
選
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
総
行
動
、
ご

支
援
の
お
か
げ
で
す
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
１６
日
に
は
、
鳩
山
内

閣
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
歴
史
的
瞬

間
、
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代

を
と
も
に
喜
び
あ
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

来
夏
の
参
議
院
選
挙
で
政

権
公
約
の
確
か
な
実
現
の
た

め
に
、
自
治
労
組
織
内
候
補

予
定
者
え
さ
き
た
か
し
さ
ん

の
必
勝
と
民
主
党
の
勝
利
を

再
び
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

「
と
も
に
、先
へ
、先
へ
。

え
さ
き
た
か
し
で
す
」

新たな執行部には、左２人目秋野さん、次から６人目が石上さん。一番右
が監査委員に選出された道本部・山上書記長（写ってない人もいます）
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集集
めめ
たた「「
住住
民民
のの
声声
」」役役
立立
てて
たた
いい

大
学
生
が
夕
張
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

前
号
で
お
伝
え
し
た
、
ゆ

う
ば
り
再
生
市
民
会
議
が
中

心
と
な
り
行
っ
て
い
る
「
夕

張
再
生
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

調
査
の
１
回
目
（
８
月
１７
日

～
２３
日
）
が
終
了
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
北

海
学
園
大
学
や
札
幌
在
住
の

大
学
生
た
ち
が
調
査
員
と
な

っ
て
夕
張
市
約
６
０
０
０
世

帯
を
対
象
に
行
っ
た
。

学
生
た
ち
の
送
迎
は
、
空

知
地
本
管
内
の
組
合
員
が
毎

日
か
け
つ
け
協
力
し
た
。

夕
張
市
は
財
政
再
建
団
体

と
な
っ
て
３
年
目
を
迎
え
、

今
年
度
は
財
政
健
全
化
法
案

に
基
づ
き
、
新
し
い
財
政
再

生
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
結
果
は
、
新

た
に
作
成
さ
れ
る
再
生
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
た
も
の
。
住

民
か
ら
は
、「
喘
息
を
患
っ
て

い
る
が
、
発
作
が
お
き
た
と

き
に
不
安
が
あ
る
」「
借
金
を

返
し
た
後
の
夕
張
市
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
」「
妻
を
介

護
し
て
い
る
が
、
通
院
す
る

の
が
非
常
に
大
変
」「
公
共
施

設
の
使
用
料
金
が
高
く
な
っ

て
し
ま
い
、
気
軽
に
使
え
な

く
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
出

さ
れ
た
。

学
生
た
ち
は
、
日
中
は
聞

き
取
り
調
査
を
行
い
、
夜
は

住
民
か
ら
聞
き
取
っ
た
内
容

の
入
力
作
業
を
行
う
過
酷
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
し
か
し
、

「
夕
張
市
の
よ
う
な
自
治
体

を
ほ
か
に
出
し
て
は
い
け
な

い
。
財
政
再
建
団
体
に
な
っ

て
し
ま
え
ば
市
民
の
生
活
に

影
響
す
る
。
自
分
た
ち
が
集

め
て
き
た
住
民
の
声
が
少
し

で
も
今
後
の
役
に
立
て
ば
」

「
公
務
員
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
非
常
に
厳
し

い
仕
事
だ
と
感
じ
た
」
な
ど

の
声
が
出
さ
れ
て
い
た
。
２

回
目
は
、
９
月
に
法
政
大
学

の
学
生
が
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

職職
場場
だだ
よよ
りり

初
の
学
校
フ
ェ
ア
で
体
験
学
習

【
函
館
市
職
労
】８
月
７
日
、

食
育
推
進
と
体
験
学
習
を
目

的
に
、
湯
川
中
学
校
で
初
の

学
校
フ
ェ
ア
を
開
き
多
く
の

市
民
が
訪
れ
た
。

近
年
、
食
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
食

の
安
全
や
食
生
活
の
乱
れ
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起

き
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
確

保
す
る
た
め
に
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て

い
る
。
給
食
調
理
員
は
、
食

育
・
献
立
の
展
示
・
ど
さ
ん

こ
汁
の
調
理
風
景
を
ビ
デ
オ

で
紹
介
。
試
食
会
で
は
、
お

い
し
い
ど
さ
ん
こ
汁
、
地
元

の
枝
豆
や
イ
カ
め
し
な
ど
を

提
供
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に

な
く
な
っ
た
。

木
工
室
で
は
、
用
務
員
が

飛
行
機
や
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル

ダ
ー
作
り
を
指
導
。
夏
休
み

の
課
題
を
工
作
で
す
ま
せ
よ

う
と
い
う
し
っ
か
り
組
も

…
。
ま
た
、
環
境
展
示
で
水

週
間
の
取
り
組
み
を
説
明

し
、
塗
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト
の

応
募
を
呼
び
か
け
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
に
は
自
治
労

本
部
学
校
部
会
全
国
幹
事
も

参
加
し
た
。
こ
の
模
様
は
、

１１
月
開
催
の
全
国
学
校
集
会

で
発
表
さ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
。

（
副
委
員
長
・
小
住

義
孝
）

北海学園や札幌在中の学生たち、川村雅則准教授、空知
地本管内の組合員ら

アンケートで聞きとった内容をひたすら入力する学生たち

水
週
間
・
道
本
部
塗
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル

「「「「「「「「「「「「「「
気気気気気気気気気気気気気気
持持持持持持持持持持持持持持
ちちちちちちちちちちちちちち
いいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいい
地地地地地地地地地地地地地地
球球球球球球球球球球球球球球
願願願願願願願願願願願願願願
っっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててて
」」」」」」」」」」」」」」

最
優
秀
賞

当
別
・
辻
野
あ
お
い
さ
ん

第
２５
回
水
週
間
で
初
め
て

の
取
り
組
み
と
な
っ
た
、『
道

本
部
塗
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
』

に
、
帯
広
市
役
所
労
働
組
合

連
合
会
、
釧
路
市
役
所
労
働

組
合
、
稚
内
市
労
働
組
合
連

合
会
、
当
別
町
職
員
組
合
、

札
幌
市
役
所
職
員
組
合
連
合

会
、
江
別
市
職
員
労
働
組

合
、
網
走
市
労
連
の
７
単
組

か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

最
年
少
２
歳
か
ら
、
親
子

共
同
の
作
品
、
淡
い
色
、
原

色
な
ど
な
ど
、
今
回
の
テ
ー

マ
『
え
が
お

つ
く
る

き
れ

い
な
水
』
に
ふ
さ
わ
し
い
作

品
３
５
３
点
が
集
ま
っ
た
。

８
月
３０
日
、
道
本
部
執
行

部
９
人
で
厳
正
な
る
審
査
を

行
い
、
最
優
秀
賞
に
「
雨
上

が
り
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

で
、
飲
む
水
の
素
と
な
る

雨
。
雨
上
が
り
の
虹
、
そ
れ

を
見
る
人
の
笑
顔
・
動
物
や

魚
の
喜
び
・
自
然
の
豊
か
さ

が
広
が
り
、
日
本
・
世
界
・

地
球
が
そ
の
気
持
ち
で
優
し

く
な
り
気
持
ち
の
い
い
地
球

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
☆
」

と
応
募
し
て

く
れ
た
、
当

別
町
職
員
組

合
の
辻
野
あ

お
い
さ
ん
が

選
ば
れ
た
。

優

秀

賞

に

は
、
札
幌
市

役
所
職
員
組

合
連
合
会
の

櫛
井
梨
加
さ

ん
、
中
村
祐

希
奈
さ
ん
、

帯
広
市
役
所
労
働
組
合
連
合

会
の
松
本
悠
里
さ
ん
の
３
人

が
入
選
。

網
走
市
労
連
か
ら
直
営
保

育
園
の
４
園
、
札
幌
市
役
所

職
員
組
合
連
合
会
か
ら
１
園

の
団
体
応
募
が
あ
り
特
別
賞

と
し
て
記
念
品
を
送
る
。

木工室での飛行機づくり＝８月７日、湯川
中学校

もうすぐ 号

機
関
紙

�

機
関
紙
「
自
治
労
北
海
道
」

第
１
号
と

な

る

第
４
７
２
号

（「
全
道
庁
」
通
号
の
た
め
）
は

１
９
６
２
年
１１
月
２１
日
に
発
行

さ
れ
て
い
る
。
同
年
１１
月
１

日
、
道
本
部
発
足
に
先
が
け
た

北
海
道
地
連
臨
時
大
会
開
催
の

記
事
で
、
大
会
参
加
者
か
ら
、

町
村
職
員
組
合
が
４５
％
に
過
ぎ

な
い
、
道
本
部
発
足
と
と
も
に

全
町
村
の
組
織
化
に
全
力
を
あ

げ
る
べ
き
な
ど
の
意
見
が
あ

る
。
議
案
は
、
専
従
体
制
の
強

化
や
、
賃
金
闘
争
で
１２
月
結
着

を
め
ざ
し
た
統
一
行
動
、「
北
海

道
自
治
労
会
館
」
建
設
委
員
会

発
足
を
確
認
し
て
い
る
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

民
主
党
の
圧
勝
に
よ
る
政
権
交
代
が
実

現
し
ま
し
た
。
自
民
党
へ
の
お
し
お
き
は

今
ま
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
国
民

が
鉄
槌
を
下
す
怒
り
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
規
制
緩
和
と
市
場
原
理
主

義
に
よ
る
政
策
に
地
域
が
疲
弊
し
、
医

療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
が
ズ
タ
ズ
タ
に
さ

れ
た
こ
と
に
、
は
っ
き
り
と
ノ
ー
を
つ
き

つ
け
た
の
で
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
社
会
、
未
来
を
信
じ
ら
れ
る
生
活
を
創

る
の
が
政
治
の
役
割
で
あ
る
こ
と
を
国
民

が
実
感
し
た
選
挙
で
し
た
。
そ
し
て
地
域

を
豊
か
に
す
る
に
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
弱
肉
強
食
の
社
会

で
は
な
く
、
切
磋
琢
磨
の
社
会

を
創
り
、
人
々
が
協
働
す
る
地

域
を
創
造
す
る
、
そ
れ
に
は
自
治
労
の
底

力
も
試
さ
れ
ま
す
。

地
域
主
権
を
実
現
し
、
人
々
が
笑
顔
を

取
り
戻
す
、
そ
の
第
１
歩
が
今
回
の
「
政

権
交
代
」
で
す
！

国
民
が
笑
顔
を
取
り
戻
し
た
瞬
間

最優秀賞を持つ山上書記長�右と優秀賞を持つ灰野
組織部長�左

「
き
ん
ち
ゃ
ん
の
国
会
だ
よ
り
」最
終
回

組
織
内
国
会
議
員
の
国
会

だ
よ
り
は
、
当
初
、
金
田
誠

一
さ
ん
、
仲
野
博
子
さ
ん
を

順
番
に
掲
載
し
、
２
０
０
８

年
２
月
か
ら
金
田
さ
ん
の
後

継
者
・
逢
坂
誠
二
さ
ん
が
加

わ
り
３
人
に
な
っ
た
。
２
０

０
４
年
７
月
１
８
５
４
号
か

ら
「
き
ん
ち
ゃ
ん
の
国
会
だ

よ
り
」
が
始
ま
り
、
５
年
が

経
過
し
た
。
第
４５
回
衆
議
院

選
挙
が
あ
り
金
田
さ
ん
が
引

退
し
た
こ
と
か
ら
本
号
５４
回

目
で
最
終
回
と
な
る
。

遅
れ
る
こ
と
な
く
原
稿
を

頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。
今
後
は
、
組
織
内
参
議

院
の
峰
崎
直
樹
さ
ん
、
相
原

久
美
子
さ
ん
も
加
わ
り
４
人

順
番
に
掲
載
し
て
い
く
。

政
権
交
代
の
な

い
国「
日
本
」と
、

欧
米
の
か
た
に
言

わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。し
か
し
、ど

う
し
て
、ど
う
し

て
、見
事
な
政
権

交
代
で
す
。
一
人

ひ
と
り
の
、
一
票
い
っ
ぴ
ょ

う
の
積
み
重
ね
が
、
大
き
な

大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
３

０
８
の
議
席
と
な
り
ま
し

た
。「

生
活
を
よ
く
し
た
い
」

「
政
治
を
変
え
た
い
」「
若
者

に
雇
用
を
」「
お
年
寄
り
に
安

心
の
年
金
と
医
療
を
」「
疲
弊

す
る
地
方
経
済
を
な
ん
と
か

し
て
」
市
民
の
切
実
な
思
い

が
、
大
き
な
力
に
な
り
政
権

交
代
と
な
っ
た
の
で
す
。

歴
史
的
と
な
っ
た
今
回
の

選
挙
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
、
至
福
の
喜
び
と

し
、
選
対
で
苦
労
さ
れ
た

人
、
道
本
部
で
留
守
を
預
か

り
、
忙
し
い
思
い
を
し
た

人
、
地
域
で
支
持
拡
大
に
奮

闘
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、

ご
支
援
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
人
と
、こ
の
喜
び
を
、心
か

ら
わ
か
ち
あ
い
た
い
。
お
礼

を
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
大
き
な
う
ね
り
と

な
り
民
主
党
を
中
心
と
す
る

政
権
交
代
に
つ
な
が
っ
た
、

市
民
の
切
実
な
思
い
が
、
政

権
政
策
に
着
実
に
反
映
し
、

実
行
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

望
み
ま
す
。
（
三
浦

正
道
）

自治労道本部のホームページ www.jichiro-hokkaido.gr.jp
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